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このギャップはどこから来るのでしょうか。推測するに、政府当局の政策が背景にあるのでは
ないかと考えました。前の政権はインフラ整備を後回しにし、補助⾦バラマキなどにより消費
を刺激することを優先していたと⾔われています。旺盛な消費、堅調な企業収益に対して
インフラが脆弱になったのはそのためではないでしょうか。現ジョコ政権では補助⾦をカットし、
その代わりに成⻑分野であるインフラや教育への予算を増加させています。正しいアプロー
チだと感じます。

弊社社員がジャカルタを訪問してきました。本レポートでは、個⼈的な⾒解を踏まえて現地の様⼦を報告いたします。
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ジャカルタはもはや⼤都市？しかし道路インフラがまだまだ・・・・

現政権のインフラ整備注⼒は正しい選択、道路や交通インフラが整わないと！

渋滞を避けたいなら、まずはトランスジャカルタ（⾼速バス交通）が最初の選択
肢になります。バスは専⽤レーンを⾛るため渋滞知らず、快適です。鉄道が整って
いないジャカルタ市内にあって、軌道の敷設が不要なバスシステムは、市内いたる
ところにアクセス可能な路線網を持っています。運賃は⼀律3,500ルピア（約30
円）とかなりお⼿軽。トランスジャカルタに乗るためには、専⽤の歩道橋を渡って
道路中央にある乗り場ホームへ向かいます。ホームへの⼊場の際に運賃をICカー
ドで⽀払い、⾏先に応じたバスに乗り込みます。

＜ジャカルタの⾼級ショッピングセンター＞

渋滞を避ける方法その１：
⾼速バス

ジャカルタ市内に到着したら、まず最初に驚くのはその街並みです。巨⼤な
ショッピングモールに、⽴ち並ぶ⾼層ビル。⽇本やシンガポールにも引けを取
らないと感じます。

しかしながら、やがてその驚きは不満へと変わってしまいます。⾜元の道路事
情があまりに脆弱すぎるためです。⽬と⿐の先にあるはずのビルまで出かけよ
うにも、まず歩道が⾒当たりません。道路を渡ろうにも信号も横断歩道も、
歩道橋もありません。かなり向こうの⽅まで遠回りする⽻⽬になり、またタク
シーで移動しようにも、絶望的な渋滞が待ち構えています。

（写真：すべてイーストスプリング・インベストメンツ社員撮影）

⽇本でもタクシー配⾞アプリのウーバーが
有名ですが、インドネシアではグラブやゴ
ジェックが有名。町中のあちらこちらで看
板や、緑⾊のヘルメットやジャンバーを着
込んだバイクタクシーを⾒かけます。さす
がにバイクの⼆⼈乗りに挑戦する勇気は
なかったのですが。

渋滞を避ける方法その2：
バイクタクシー

ジョコ政権は2014年に誕⽣し、第1期⽬となる最初の5年はインフラに注⼒し、経済の効率化、インフレ改善などを⽬指し
ています。ジャカルタなどの都市部では⾼速道路や鉄道の建設を進める⼀⽅で、カリマンタン（ボルネオ島）などの周辺部で
は港や空港の整備を進めています。第2期の政権（来年の次期選挙で勝利できれば）では、⼈材開発の強化、例えば職
業訓練などで技術の⾼度化、所得⽔準の向上を⽬指すとも⾔われています。

インドネシア経済は通信や消費などの⾮貿易財分野が成⻑を牽引し、製造業などの貿易財分野はまだ成⻑途上です。
製造業強化が課題ではあるものの、そのためにはまずはインフラ整備が急務と強く感じました。

＜ジャカルタの交通渋滞＞


